
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 T0315 

令和５年度 教養科 

 

教科 教養 科目 

（学）高校教養講

座（理科系・パソ

コン） 

単位

数 １単位 年次 
１～４年

次 

使用教科書 なし 

副教材等 自作プリント 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

社会人として、ワープロソフトや表計算ソフトを使用することは、重要になってきています。自作プ

リント等を活用して、到達度に応じた個別指導を行います。１つ１つの課題を解決しながら、スキル

アップをめざします。 

 

 

２ 学習の到達目標 

パソコンを利用し、ワープロソフトを活用した文書作成の初歩から基礎の技能を修得する。 

パソコンを利用し、表計算ソフトを活用したデータ処理の初歩から基礎の技能を修得する。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・ワープロソフトの

活用に関心を持ち、

意欲的に文書作成す

る態度が見られる 

・表計算ソフトの活

用に関心を持ち、意

欲的にデータ処理す

る態度が見られる 

・一つ一つの課題を

解決することで、学

んだ内容を統合、発

展、応用することが、

解決課題の中で表現

されている 

・一つ一つの課題を

解決することで、使

用する技術を適切に

活用している 

・一つ一つの課題を

解決することで、知

識を深め、修得レベ

ルのアップが実現

できている 

評
価
方
法 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 

レポート 

自己評価等 

学習状況の観察 
ノートやワークシー
トの記述 
課題作品 

レポート 

自己評価等 

学習状況の観察 
課題作品 
発表 
実技テストの結果等 

学習状況の観察 
課題作品 
発表等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

ワ
ー
プ
ロ 

○ワープロソフトの使い方 

 

〇 〇 〇 〇 a: 社会（日常、仕事）で必要

なワープロソフト活用の態度

が身についている。 

b: 課題作成を通して学んだ内

容を統合、発展、応用できてい

る。 

c: 課題作成を通して使用する

技術を適切に活用している。 

d: 課題作成を通して、知識を

深め、修得レベルのアップが実

現できている。 

・学習状況

の観察 

・ノートや

ワークシー

トの記述 

・課題作品 

・レポート 

・実技テス

トの結果 

・自己評価

等 

表
計
算 

○表計算ソフトの使い方 〇 〇 〇 〇 a: 社会（日常、仕事）で必要

な表計算ソフト活用の態度が

身についている。 

b: 課題作成を通して学んだ内

容を統合、発展、応用できてい

る。 

c: 課題作成を通して使用する

技術を適切に活用している。 

d: 課題作成を通して、知識を

深め、修得レベルのアップが実

現できている。 

・学習状況

の観察 

・ノートや

ワークシー

トの記述 

・課題作品 

・レポート 

・実技テス

トの結果 

・自己評価

等 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


